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課　

長

　

長
岡　

典
巳

　

課
長
補
佐　
　

佐
藤　

敏
行

�Ô���g��　

係
長　
　
　
　

鈴
木　

滝
子

　

副
主
査　
　
　

安
達　

和
史

　

主
事　
　
　
　

菅
井　

俊
樹

�Ô
T
‹��　

主
査
兼
係
長　

鈴
木　

良
浩

　

主
任　
　
　
　

海
藤　

繁
幸

�Ô
+�“��　

主
査
兼
係
長　

鈴
木　

俊
治

�y

主
任　
　
　
　

海
野　
　

淳

　

技
術
士　
　
　

今
井　

一
成

�x�Û�����Ü���
����

院　

長(

内
科)

　

小
林　
　

達

副
院
長(

外
科)

　

櫻
井　

文
明

副
院
長(

内
科)

　

高
橋　
　

潤

医　

長(

内
科)

　

東
澤　

俊
彦

事
務
長

　

安
藤　

一
夫

総
看
護
師
長

　

長
岡　

浩
子

�Ô�Ž�R　
看
護
師
長
（
兼
）　

長
岡　

浩
子

　

内
科
外
来
主
任  

若
月　

裕
美

　

看
護
師　
　
　

安
藤
か
お
り

　

看
護
師　
　
　

長
岡　

史
織

　

看
護
師　
　
　

舟
山　
　

舞

　

准
看
護
師　
　

鈴
木　

弘
子

　

准
看
護
師　
　

長
岡
ひ
と
み

�Ô
´�i　

看
護
師
長　
　

鈴
木
恵
美
子

　

病
棟
主
任　
　

白
川
由
美
香

　

病
棟
主
任　
　

大
江　

一
子

　

主
任　
　
　
　

鈴
木　

幸
代

　

主
任　
　
　
　

鈴
木　

正
子

　

主
任　
　
　
　

鈴
木
美
保
子

　

主
任　
　
　
　

瀬
尾
美
智
子

　

看
護
師　
　
　

卯
野
留
美
子

　

看
護
師　
　
　

大
竹　

由
理

　

看
護
師　
　
　

布
施　

智
子

　

看
護
師　
　
　

野
口
小
夜
子

　

看
護
師　
　
　

渡
辺　

美
香

　

看
護
師　
　
　

長
岡　

千
恵

　

看
護
師　
　
　

水
戸
部
友
子

　

看
護
師　
　
　

小
野　

晶
子

　

看
護
師　
　
　

武
田　

清
華

　

看
護
師　
　
　

箱
﨑　

綾
子

　

看
護
師　
　
　

佐
藤
か
お
り

　

看
護
師　
　
　

大
嶋
あ
ゆ
み

　

看
護
師　
　
　

安
孫
子
祥
子

　

看
護
師　
　
　

髙
橋　

真
澄

�Ô�O�P�©�•
ì�Š�è　

在
宅
主
任　
　

佐
藤
み
ど
り

　

看
護
師　
　
　

関
根　
　

愛

　

看
護
師　
　
　

近
衛
こ
ず
え

�Ô���Á　

薬
剤
師　
　
　

今
井　

聡
美

�Ô�-
¢�è　

技
師
長　
　
　

菖
蒲　

潤
司

　

技
師　
　
　
　

梅
津　
　

睦

�Ô�æ�Ë�Ï�æ�Â�Ó�³���ï�è　
主
任
作
業
療
法
士　

清
野　

敏
秀

　

理
学
療
法
士　

伊
藤　
　

彩

　

作
業
療
法
士　

阿
部　
　

忍

�y

理
学
療
法
士　

工
藤　

直
美

�Ô�U�*�è　

技
師　
　
　
　

岡
崎
ま
ゆ
み

　

技
師　
　
　
　

和
賀
美
耶
子

�Ô�…	ï�è　

管
理
栄
養
士　

山
岸　

智
美

�Ô�Ä�¿�è　

事
務
長
補
佐　

花
山　
　

護

�Ô	x�¿��　

係
長
（
兼
） 　

花
山　
　

護

�Ô�©�Ä��　

係
長
（
兼
） 

花
山　
　

護

　

主
任　
　
　
　

阿
部　

容
一

�x�Û�����Ü��������

事
務
局
長

　

長
岡　
　

茂

　

局
長
補
佐　
　

菊
地　

洋
一

�Ô	x�¿��　

係
長
（
兼
） 

菊
地　

洋
一

☎
（
６
７
）
３
３
０
６

　

書
記
（
兼
） 

長
岡　
　

茂

　

書
記
（
兼
） 

菊
地　

洋
一

�x�Û�����Ü�������


会
計
管
理
者

　

井
上
智
恵
美

　

室
長
（
兼
） 

井
上
智
恵
美

�Ô	Z�ò���Õ

　
　

齋
藤　

文
子

�¶ �Í �­ �­
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課　

長

　

堀　
　

幸
雄

主　

幹

　

堀　
　

俊
一

　

課
長
補
佐　
　

佐
竹　

壽
美

　

課
長
補
佐　
　

橋
間　

友
則

�Ô�¶�Í�­�­��　

主
査
兼
係
長　

阿
部　

正
文

　

主
事　
　
　
　

猪
倉　
　

薫

　
英
語
指
導
助
手  

モ
ラ
・
マ
ー
テ
ィ

�Ô�­�­�Z�€	t　

事
務
局
長(

兼) 

堀 　
　

俊
一

�Ô
\�”�¶	6��　

係
長　
　
　
　

齊
藤
ひ
と
み

　

主
任　
　
　
　

小
野　

康
仁

　

主
任　
　
　
　

白
田　

征
治

　

主
事　
　
　
　

鈴
木
沙
那
恵

　

業
務
員　
　
　

阿
部　
　

歩

�Ô
b
æ�¬�½��

�x�Û�����Ü��������

　

館
長　
　
　
　

伊
藤　

真
一

　

業
務
員　
　
　

白
田　

京
子

�Ô�z
æ�¬�½��

�x�Û�����Ü���
�
�


　

館
長　
　
　
　

鈴
木　
　

勝

　

業
務
員　
　
　

熊
谷　

由
香

�Ô
b�’
¦
’	–�¶�Í��
�

�x�Û�����Ü��������

　

用
務
員　
　
　

滝
川　

芳
巳

　

調
理
師　
　
　

松
田　

篤
子

　

調
理
師　
　
　

熊
谷　

尚
子

�Ô�v	S	–�¶�Í��
�

�x�Û�����Ü��������

　

用
務
員　
　
　

鈴
木　

敏
一

　

調
理
師　
　
　

佐
竹　

幾
子

　

調
理
師　
　
　

白
田　

幸
子

�Ô�G�i	–�¶�Í��
�

�x�Û�����Ü�����
�


　

用
務
員　
　
　

長
岡　

元
広

　

調
理
師　
　
　

阿
部　

玲
子

　

調
理
師　
　
　

滝
川　

久
恵

�Ô�Ç�Ô�¤�¶�Í�

�

�x�Û�����Ü���
����

　

用
務
員　
　
　

渡
辺　
　

忍

�Ù	ý�F�>�;	�

�Û���D�
�Ô
Ç�Ü

医
師東

澤　

俊
彦

（
自
治
医
科
大
学
）

事
務
職
員

髙
橋　

登
夢

（
大　

町
）

事
務
職
員

志
藤　

陽
平

（
川　

通
）

事
務
職
員

阿
部　

裕
次

(

前
田
沢)

事
務
職
員

菅
井　

良
樹

（
沼　

向
）

保
健
師

川
村　

美
里

（
大
谷
二
）

看
護
師

安
孫
子
祥
子

（
寒
河
江
市
） 

看
護
師

髙
橋　

真
澄

（
寒
河
江
市
）

理
学
療
法
士

 

工
藤　

直
美

（
白
鷹
町
）

�Ù�@	ì	�

�Û���D

31�Ô
Ç�Ü

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　
　
　
　
　

若
月
加
代
子

　

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

今
野　

智
子

　

あ
さ
ひ
保
育
園
主
査

　
　
　
　
　
　

大
井　

恵
子

　

あ
さ
ひ
保
育
園
係
長

　
　
　
　
　
　

松
田　

敬
子

　

町
立
病
院
医
長

　
　
　
　
　
　

岡
田
宗
一
郎

　

町
立
病
院
外
来
看
護
師
長　

　
　
　
　
　
　

児
珠
は
つ
え

���*�•�»�q�Ä�¿�Á �^�q�Ä�¿�Á�Û��
��Ü

	Z�ò�è�Û��
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15
��Ü
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48
��Ü
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ƒ
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10
��Ü

●平成 24 年度のまちづくりと予算

※緑文字については、異動のあった職員です
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急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧

の
影
響
で
未
明
か
ら
猛
烈
な

風
に
見
舞
わ
れ
た
４
月
４
日
、

町
内
で
も
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
「
台
風
の
よ
う
な
風
で
、
家

ご
と
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
か
と

思
っ
た
…
」。
あ
る
男
性
は
今

回
の
風
を
こ
う
振
り
返
り
ま

す
。
町
総
務
課
防
災
係
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
４
月
４
日

午
後
５
時
ま
で
報
告
さ
れ
た

被
害
は
、
民
家
屋
根
ト
タ
ン

の
は
く
離
が
14
件
、
倒
木
に

よ
り
、
通
行
が
一
時
制
限
さ

れ
た
道
路
が
国
・
県
・
町
道

５
路
線
。
倒
木
が
電
線

に
か
か
っ
た
影
響
で
常

盤
地
内
で
は
数
時
間

停
電
し
た
ほ
か
、
今
平

地
内
で
は
町
所
有
の
光

ケ
ー
ブ
ル
が
断
線
す
る

被
害
も
発
生
。
そ
の
ほ

か
、
農
業
用
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
も
、

３
棟
の
被
害
が
報
告
さ

れ
る
な
ど
、
季
節
は
ず

れ
の
暴
風
が
町
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
爪
あ
と

を
残
し
ま
し
た
。

議
会

町議会３月定例会

町政スポット　町議会 3 月定例会

■
空
き
家
バ
ン
ク
の
状
況

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
、
現

在
16
件
。
う
ち
売
買
ま
た
は
賃
貸
借

契
約
が
成
立
し
た
の
は
９
件
で
、
県

外
か
ら
２
世
帯
が
移
住
し
て
い
る
。

本
制
度
は
、
定
住
人
口
の
拡
大
と
と

も
に
、
空
き
家
問
題
の
解
消
も
期
待

さ
れ
る
取
組
み
。今
後
も
引
き
続
き
、

登
録
物
件
の
拡
大
及
び
制
度
の
周
知

に
力
を
入
れ
る
。

■
「
介
護
予
防
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
会
」
を
開
催

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
３
回
実
施
。
約
60
人
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
。
介
護
予
防
体
操
や
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
高
齢
者
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
か
ら
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
歯
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
法

や
口
の
働
き
を
改
善
・
強
化
す
る
た

め
の
「
歯
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン
」
も
実
施

し
て
い
る
。

■
民
営
化
後
初
の
卒
園
式

　

昨
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
あ

さ
ひ
会
に
運
営
が
委
託
さ
れ
た
あ
さ

ひ
保
育
園
で
３
月
24
日
、
民
営
化
後

初
め
て
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
る
。
園

児
１
８
０
人
の
う
ち
、
卒
園
児
47
名

を
小
学
校
へ
送
り
出
す
予
定
。
平
成

24
年
度
入
園
予
定
者
数
は
１
７
７
人

（
３
月
１
日
現
在
）。

■
米
の
生
産
調
整
・
戸
別
所
得
補
償

　

今
年
度
米
の
生
産
調
整
は
、

４
０
５
ha
の
作
付
目
標
面
積
に
対

し
、
実
績
は
約
４
０
２
ha
。
ま
た
、

戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の
実
績
に
つ

い
て
は
、
町
全
体
で
５
１
９
戸
、
約

４
９
３
０
万
円
が
交
付
さ
れ
た
。　

　

２
月
29
日
に
農
事
実
行
組
合
長
会

議
を
開
催
し
、
制
度
の
周
知
と
24
年

産
の
目
標
数
量
２
２
７
８
ｔ
（
前
年

比
＋
25
ｔ
）の
個
人
配
分
を
行
っ
た
。

　
■
持
家
住
宅
支
援
事
業

　

持
家
住
宅
建
築
助
成
金
事
業
に
64

件
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
に
32
件
の
申
請
。
事
業
費
ベ
ー
ス

で
２
億
５
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
町
の
経
済
対
策
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」
の
制
定
に

向
け
、
推
進
委
員
員
を
委
嘱

　

あ
さ
ひ
教
育
の
日
推
進
委
員
と
し

て
15
人
を
委
嘱
し
、「
あ
さ
ひ
教
育

の
日
を
定
め
る
規
則
」
に
つ
い
て
の

町
政
報
告

屋
根
ト
タ
ン
の
は
く
離
や
倒
木
に
よ
る
通
行
制
限
・
停
電

ま
る
で
台
風　

猛
威
振
る
っ
た
暴
風

旧明鏡橋を覆った倒木（４月４日）

　３月７日から15日まで９日間の日程で、

町議会３月定例会が開催されました。

　議案は平成24年度一般会計及び各

種特別会計予算や平成23年度町一般

会計及び各種特別会計補正予算など27

件。審議の結果、全議案が可決・承認

されました。
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町政スポット　町議会 3 月定例会

　独身者の出逢いと交流を目的と
したカップリングパーティー「ハ
ニーキャンドルナイト」が、３月
17 日、Asahi 自 然 観 で 開 催 さ れ、
町内外から男性 14 名、女性 11 名
が参加しました。
　参加者は、ハチ蜜の森キャンド
ルの安藤竜二さんの指導のもと、
蜜ロウソク作りを体験した後、キャ
ンドルディナーパーティーで交流。
最後に、好感を持った相手を記入
したアプローチカードを提出し、
意中の相手を確認した結果、３組
のカップルが誕生しました。
　主催者である「町婚活推進連絡
会議」の花山忠夫会長は、「若い人
たちが予想以上に盛り上がってく
れた。このような機会をもっと増
やしていきたい」と、次回の開催
にも意欲を示していました。

　

町
内
の
保
育
・
学
童
施
設

等
で
子
育
て
に
関
す
る
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
朝
日
子

育
て
応
援
隊
」
が
こ
の
ほ
ど

発
足
し
、
３
月
22
日
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

し
て
発
足
式
と
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
読
み
聞
か

せ
や
農
業
体
験
、
保
育
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
得
意
分
野
を

持
つ
人
々
を
町
が
「
応
援
隊

員
」
と
し
て
認
定
し
、
保
育

園
や
同
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
要
請
に

応
じ
て
、
隊
員
を
派
遣
す
る

こ
と
。
対
象
は
町
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
隣
接
自
治
体
に

住
む
子
育
て
経
験
者
で
、
３

月
31
日
現
在
35
人
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

約
20
人
が
出
席
し
た
発
足

式
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
形
育
児

サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
の
三
浦
照

子
さ
ん
が
講
演
。
活
動
の
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

町
は
引
き
続
き
応
援
隊
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
意
欲
の
あ
る
方
は
町
健

康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
67-

２
１
３
２
）
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

得
意
分
野
を
持
つ
町
民
ら
が
子
育
て
を
応
援

「
あ
さ
ひ
子
育
て
応
援
隊
」
が
発
足

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
「
ハ
ニ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催

検
討
と
、
町
の
教
育
全
般
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
具
体

的
な
取
り
組
み
は
24
年
度
か
ら
で
、

推
進
委
員
の
方
に
は
引
き
続
き
「
あ

さ
ひ
教
育
の
日
」
の
取
り
組
み
に
尽

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

■
西
五
百
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

改
築
事
業

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算
を
活
用

し
、
昨
年
12
月
22
日
に
基
本
設
計
の

入
札
を
実
施
し
た
。
１
月
31
日
に
３

通
り
の
構
想
図
が
提
案
さ
れ
た
。
２

月
10
日
に
は
詳
細
設
計
の
入
札
を
実

施
。
５
月
着
工
、
平
成
25
年
２
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

■
小
中
学
生
卒
業
者
数

　

23
年
度
の
小
学
校
卒
業
生
は
54
人

で
、
中
学
校
卒
業
生
は
74
人
。
希
望

を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
つ
。

■
旧
三
中
分
校
で
学
習
会
「
三

餘
学
校
を
知
ろ
う
」
を
開
催

　

旧
三
中
分
校
が
県
指
定
文
化

財
へ
の
登
録
に
向
け
動
き
出
し

た
こ
と
か
ら
、
２
月
19
日
、
八

ツ
沼
区
と
町
教
育
委
員
会
の
共

催
で
、
旧
三
中
分
校
に
つ
い
て

の
学
習
会
「
三
餘
学
校
を
知
ろ

う
」
を
開
催
し
た
。
約
60
人
が

参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
利
活
用

に
つ
い
て
考
え
合
っ
た
。

■金員　10 万円
　ふるさと納税として
　千葉県八街市
　遠藤みえ子様　より

■演台・紅白幕ほか
　（約 74 万円相当）
 　宮宿小教育振興のため
　宮宿小屋内運動場建設
　促進協議会（鈴木敬二
　会長）様より

■花瓶１個（10 万円相当）
　宮宿小教育振興のため
　（株）秦・伊藤設計、小野・
　大東建設工事共同企業体
　（宮宿小屋内運動場設計・
　施工業者）様より

※このほか、匿名を希望する２人の方々よ
りふるさと納税としてそれぞれ１万円の寄
付を受けています。

寄
付
採
納
報
告 

― 

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
採
納
報
告 

― 

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

Asahi 自然観で行われたパーティー
（画像を加工しています）

発足式で行われた講演会の様子（３月 22 日）
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町政スポット

　

町
健
康
福
祉
課
で
は
、
今
後
３
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
は
増
加
傾
向
が
続

く
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
理
由
は
下
記
の
と
お
り
で
、
こ
れ

ま
で
県
の
財
政
安
定
基
金
や
町
の
基
金
を

取
り
崩
す
等
、
保
険
料
上
昇
の
抑
制
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
状
で
は
65
歳
以

上
の
方
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

　

新
た
な
保
険
料
は
７
月
に
郵
送
す
る

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
大
幅
な
負
担
増
と
な
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
保
険
料
上
昇
の
主
な
理
由

①
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

費
に
対
す
る
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
（
20
％
→
21
％
）。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
・
量
が
と
も

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
（
要
介
護
認
定
者

の
増
加
に
よ
る
）。

③
介
護
報
酬
が
全
体
で
１
・
２
％
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
。

■
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
係
☎
67
‐
２
１
５
６

段階
基準額に

対する割合
内　容

月額保険料

改定前 改定後

１ 基準額× 0.50 生活保護又は、世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受け
ている方 2,105 円 2,490 円

２ 基準額× 0.50 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収
入額の合算額が 80 万円以下の方 2,105 円 2,490 円

３ 基準額× 0.75 世帯全員が町民税非課税の方で、第２段階以外の方 3,160 円 3,735 円

４

基準額× 0.87
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
の方で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合算額が 80 万
円以下の方

3,665 円 4,333 円

基準額
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
の方で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合算額が 80 万
円を超える方

4,210 円 4,980 円

５ 基準額× 1.16 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 125 万円未満の方 4,885 円 5,777 円

６ 基準額× 1.25 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 125 万円以上 190
万円未満の方 5,265 円 6,225 円

７ 基準額× 1.50
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以上の方

6,315 円 7,470 円

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
要
介
護
者
の
増
加
や
重
度
化
、

介
護
報
酬
の
引
上
げ
が
要
因

65 歳以上（第１号被保険者）の所得段階別介護保険料（平成 24年度～ 26 年度）

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
を
１
期
と
す
る
市
町
村
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
昨
年
度
は
全
国
で
一
斉
に
計
画
の
見
直
し
を
実
施
。

保
険
料
は
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
三
カ
年
に
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

見
込
額
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。
朝
日
町
で
は
約
18
％
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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町政スポット

団　

長　
　
　
　
　

浅
岡
清
二
郎(

西　

町)

副
団
長　
　
　
　
　

阿
部
富
士
男(

八
ツ
沼)

本
部
付
分
団
長　
　

長
岡　

秀
典(

栄　

町)

　
　

〃　
　
　
　
　

小
林　

晴
雄(

大　

沼)

　
　

〃　
　
　
　
　

長
岡　

秀
昭(

前
田
沢)

　
　

〃　
　
　
　
　

長
岡　

啓
一(

大
谷
一)

　
　

〃　
　
　
　
　

安
藤　

克
幸(

松　

原)

　
　

〃　
　
　
　
　

安
孫
子
宏
栄(

前
田
沢)

第
一
分
団
長　
　
　

阿
部　

勝
彦(

西　

町)

　

同
副
分
団
長　
　

阿
部　

晃
典(

新　

宿)

　
　

一
の
一
部
長　

峯
田　

重
幸(

大　

町)

　
　

一
の
二
部
長　

熊
谷　

知
則(

新　

宿)

　
　

一
の
三
部
長　

佐
藤　

正
樹(　

平 　

)

　
　

一
の
四
部
長　

岡
崎　

正
幸(

水　

本)

　
　

一
の
五
部
長　

村
山　

一
史(

宇
津
野)

第
二
分
団
長　
　
　

鈴
木　

新
一(

常　

盤)

　

同
副
分
団
長　
　

安
藤　

利
行(

常　

盤)

　
　

二
の
一
部
長　

長
岡　

佳
之(

太
郎
二)

　
　

二
の
二
部
長　

白
田　
　

希(

松　

程)

　
　

二
の
三
部
長　

海
野　

貴
弘(

能　

中)

　
　

二
の
四
部
長　

阿
部　

善
法(

夏　

草)

第
三
分
団
長　
　
　

鈴
木　
　

仁(

大
谷
三)

　

同
副
分
団
長　
　

遠
藤　

直
裕(

舟　

渡)

　
　

三
の
一
部
長　

大
谷　

久
則(

大
谷
五)

　
　

三
の
二
部
長　

長
岡　

和
夫(

大
暮
山)

　
　

三
の
三
部
長　

布
施　

貴
之(

真　

中)

　
　

三
の
四
部
長　

遠
藤　

明
裕(

栗
木
沢)

役
場
消
防
部
長　
　

阿
部　

正
樹（
政
策
推
進
課)

　この 1 年を振り返ると、大震災、豪雨、

豪雪と、日本列島は経験したことない自然
災害に見舞われました。

　しかし、災害の規模が大きくなればなる

ほど、消防団でできることは限られていて、
自分の身はまず自分で守るという意識が大
切です。また、地域の助け合い精神や見

守り活動が災害を未然に防いだり、最小

限に抑えることができると思います。

　その点で、私は地域の方々と一緒に、

地域に根ざした消防団組織を構築してい

きたいと考えています。町民の皆さんの

安心・安全のため消防団一丸となってが

んばりたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

　今後しばらくは火災の発生しやすい時

期となりますが、火の取り扱いには十分

お気をつけください。

　

今
年
度
の
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

４
月
１
日
町
長
室
で
行
わ
れ
、
新
団
長

に
浅
岡
清
二
郎
氏
（
西
町
）、
新
副
団

長
に
阿
部
富
士
男
氏
（
八
ツ
沼
）
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

浅
岡
新
団
長
は
昭
和
58
年
に
町
消

防
団
に
入
団
。
平
成
６
年
か
ら
２
年
間

第
一
分
団
第
一
部
の
部
長
を
務
め
た
あ

と
、
第
一
分
団
お
よ
び
本
部
付
の
副
分

団
長
・
分
団
長
を
歴
任
。
そ
の
後
、
平

成
22
年
４
月
か
ら
副
団
長
を
務
め
、
今

回
団
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

式
の
あ
と
に
は
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
今
年
度
最
初
の
部
長
以
上
幹
部

会
を
開
催
。
空
気
の
乾
燥
で
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
る
時
期
を
前
に
、
予
防

活
動
の
強
化
や
機
材
の
点
検
が
各
部
の

部
長
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
体
制
は
以
下
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
町
消
防
団
体
制

第
９
代
町
消
防
団
長
に
浅
岡
清
二
郎
氏

24
年
度
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
・
部
長
以
上
幹
部
会
を
開
催

第
９
代
町
消
防
団
長
に
就
任
し
た

浅
岡
清
二
郎
氏
（
西
町
）

町消防団部長以上幹部会（４月１日／開発センター）
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朝
日
中
学
校
野
球
部
の
現
役
部
員

と
Ｏ
Ｂ
、
そ
し
て
保
護
者
ら
総
勢
80

人
が
３
月
18
日
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町

を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
町
と
七
ヶ
浜
町
と
の
交
流
と
い

え
ば
、小
学
生
の
「
海
の
子
・
山
の
子
」

交
流
が
有
名
で
す
が
、
実
は
中
学
校

の
野
球
部
間
で
も
交
流
が
あ
り
、
平

成
17
年
以
降
は
ほ
ぼ
毎
年
交
流
試
合

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
取
組

み
は
、こ
う
し
た
交
流
に
対
す
る
「
お

礼
」
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

過
去
に
試
合
経
験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
や
そ

の
保
護
者
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
作
業
は
、
地
震
と
津
波

で
荒
廃
し
た
農
地
（
約
１
０
０
０
㎡
）

を
元
に
戻
す
も
の
で
、
参
加
者
は
自

ら
の
手
や
大
き
な
熊
手
で
枯
れ
草
を

集
め
て
は
一
輪
車
で
運
搬
。
予
想
以

上
の
草
の
量
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、
約
３
時
間
の
作
業
を
終
え
る
頃

に
は
畝
が
見
え
る
状
態
ま
で
畑
が
復

元
さ
れ
、
耕
作
可
能
な
農
地
に
な
り

ま
し
た
。

　

活
動
を
提
案
し
た
同
部
の
安
達
和

史
コ
ー
チ
（
本
町
）
は
、「
中
学
生

に
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。
被

災
地
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
で
、
現
地
の
人
々
の
苦
労
を
身

を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
今
回
の
経
験
を
、
学
校
生

活
や
部
活
動
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
企
画
に
賛
同
い
た
だ
い
た
保
護

者
・
Ｏ
Ｂ
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

野
球
交
流
の
恩
返
し

農
地
復
旧
に
一
役

朝日中野球部
（現役部員・保護者・OB・保護者ＯＢ）

七ヶ浜町へボランティア訪問

【左】春休み期間ということもあり、多くの人々でごった返す七ヶ浜町のボ
ランティアセンター。この日は約 180 人が集まった【上】保護者・OB らを
代表して、七ヶ浜町の中津川教育長に義援金を手渡す菅井誠吾さん（沼向）

【下】真剣な眼差しで中津川教育長の話を聞く朝日中野球部の現役部員たち

作業現場近くで撮影した一枚。無残にもいまだ住宅の基礎部分だけが残されていた



　

七
ヶ
浜
町
を
含
め
、
被
災
地
を
訪

れ
る
の
は
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初

め
て
。
今
回
の
経
験
に
対
し
、
次
の

よ
う
に
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
海
岸
沿
い
の
家
々
は
基
礎
部
分
だ

け
で
、
堤
防
が
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
を
将
来
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
―
佐
藤
慎
晃

く
ん
（
朝
日
中
３
年
／
沼
向
）

「
野
球
部
の
交
流
は
自
分
た
ち
の
学

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
自
分
は
キ
ャ
プ

テ
ン
だ
っ
た
し
、
何
か
力
に
な
れ
れ

ば
と
参
加
し
た
。
町
中
心
部
に
は
が

れ
き
の
山
が
あ
り
、
最
近
頻
繁
に
報

じ
ら
れ
て
い
る
受
け
入
れ
先
問
題
の

深
刻
さ
を
感
じ
た
」
―
鈴
木
直
人
さ

ん
（
鶴
岡
高
専
４
年
／
大
隅
）

「
子
ど
も
は
す
で
に
中
学
校
を
卒
業

し
て
い
る
が
、
親
と
し
て
何
か
恩
返

し
で
き
れ
ば
と
参
加
し
た
。
被
災
地

を
自
分
の
目
で
見
た
り
、
そ
の
復
興

作
業
を
手
伝
う
の
は
と
て
も
意
義
の

あ
る
こ
と
。
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」

―
長
岡
弘
毅
さ
ん
（
常
盤
）

「
子
ど
も
は
朝
日
中
の
新
３
年
生
。

練
習
試
合
等
の
交
流
経
験
は
な
い

が
、
被
災
地
の
現
状
を
自
分
の
目
で

見
た
い
と
思
い
、
保
護
者
と
し
て
参

加
し
た
。
作
業
場
所
の
す
ぐ
隣
は
津

波
の
被
害
を
受
け
、
複
数
の
方
が
亡

く
な
っ
た
そ
う
。
一
年
前
の
こ
と
を

思
う
と
、
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
」

―
志
藤
春
子
さ
ん
（
川
通
）

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
一
年
が

経
過
し
た
い
ま
、
七
ヶ
浜
町
で
は
、

生
活
基
盤
の
再
建
に
向
け
た
動
き
が

本
格
化
し
て
い
ま
す
。
同
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
上
旬
か

ら
、「
農
地
復
活
大
作
戦
」
と
銘
打
っ

た
大
が
か
り
な
活
動
を
展
開
中
で
、

引
き
続
き
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
協
力
で
き
る

方
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

七
ヶ
浜
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
０-

６
８
５
３-

４
４
９
０

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
月
・
火
は
休
み
）

「
農
地
復
活
大
作
戦
」
展
開
中
！　

協
力
者
募
集
中  

…
七
ヶ
浜
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

【上】人海戦術で作業する中学生。単純作業だが、予想以上の草の量に四苦八苦の様子
【右上】地道に手で草を集める高校生の OB たち　　【右】作業により畝が復元された畑

【左】今回参加した約 80 人の朝日中野球部関係者　【上】市街地近
くの田んぼ。町内いたるところにこうした看板が立っていた

サッカー場の背後に積み上げられたがれきの山　受け入れ先問題の深刻さを物語っている



新
し
い
春
に
！

「
勇
気
の
一
歩
」
と
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
！

　

「
為
せ
ば
成
る　

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な

り
け
り
」
こ
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代

中
期
、
米
沢
藩
第
九
代
藩
主
上
杉
鷹

山
の
言
葉
で
す
。

　

「
何
事
も
、
や
れ
ば
で
き
る
。
や
ら

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。『
で
き
な
い
』

と
い
う
の
は
、
た
だ
人
が
や
ら
な
い

だ
け
な
の
だ
」
こ
う
鷹
山
は
言
っ
て
い

ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
世
の
中
に
は
一
生

懸
命
努
力
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
大
事

な
こ
と
は
、
勇
気
を
持
っ
て
一
歩
踏
み

出
し
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

失
敗
の
多
く
は
、
貴
重
な
「
経
験
」

と
し
て
、
次
の
成
功
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
成
長
す
る
」

と
言
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し

最
大
の
失
敗
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
「
何
も
し
な
い
こ
と
」
で
す
。

　

発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
も
言
っ
て
い
ま

す
。「
失
敗
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
我
々

は
成
功
に
近
づ
い
て
い
る
」
こ
れ
は

失
敗
を
奨
め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
失
敗
を
恐
れ
ず
勇
気
を
持
っ

て
挑
戦
し
よ
う
。
そ
の
勇
気
と
挑
戦

の
姿
勢
こ
そ
が
成
功
へ
の
第
一
歩
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
彼
は
こ
う
も
言
っ
て
い

ま
す
。「
私
た
ち
の
最
大
の
弱
点
は
、

あ
き
ら
め
る
こ
と
に
あ
る
」「
人
生
に

お
け
る
失
敗
者
の
多
く
は
、
あ
き
ら

め
た
時
に
、
ど
れ
だ
け
成
功
に
近
づ

い
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
、
気
づ
か

な
か
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
」「
成
功
す

る
た
め
に
最
も
確
実
な
方
法
は
、（
あ

き
ら
め
ず
）
常
に
も
う
一
回
だ
け
試
し

て
み
る
こ
と
だ
」
さ
ら
に
、「
私
は
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
の
天
才
な
の
だ
」
と
。

そ
の
数
々
の
発
明
の
基
に
は
、
あ
き
ら

め
な
い
心
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
表
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
し
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
可
能
性
に
挑
戦

し
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
前
向
き
な

気
持
ち
で
、
新
し
い
春
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 町長歳時記

（74）

　山形県のほぼ中央部 ( どまんなか ) に位置する寒

河江西村山地域。その構成団体である１市４町が

連携して広域観光を推進する「山形どまんなか探

訪プロジェクト会議」が３月 27 日、寒河江市役所

で開催された設立総会をもって発足しました。

　西村山地域には、月山や朝日連峰、葉山をはじ

めとする大自然のほか、さくらんぼやりんごなど

の果物、そして、そばや漬け物、ワインなど多彩

な食文化があります。また、各市町には特徴ある

泉質と豊かな湯量を誇る温泉が湧き出し、地域住

民や観光客に好評を得ています。

　プロジェクトは、各市町に「点」として存在す

る観光資源を「線」で結ぶことが目的。広域事務

組合や教育分野等で関係の深い１市４町が広域的

に観光交流を進め、産業の発展、地域振興を図っ

ていくことになりました。

　今年度は「湯めぐりスタンプラリー」を実施。

西村山地域にある７カ所の温泉施設を巡り、スタ

ンプを集めて応募すると地場産品などが当たる企

画です。また、西村山地域を周遊するモデルコー

スや観光パンフレット、イメージポスターの作成

も予定しており、観光関係者が連携して事業に取

り組んでいきます。

今
年
度
は
「
湯
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

◎

◎

◎◎

◎

Asahi

Sagae

KahokuNisikawa

Oe

寒河江・西村山地域の１市４町が連携し観光振興

「山形どまんなか探訪プロジェクト会議」が発足

Cooperation  For  Sightseeing
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区　名 　出生児氏名 　性別　　保護者名　
大谷五　大　谷　慶

けい

次
じ

郎
ろう

　男　順一・敦子
前田沢　清　野　絢

あや

　未
み

　女　隼次・里紗
助ノ巻　鈴　木　柚

ゆず

　葉
は

　女　俊吾・　旬　
大谷五　長　岡　　　遥

はる

　男　雄一・亮子
四ノ沢　海　野　煌

き ら ら

々　女　　淳　・　瞳　

おしあわせに

遠　藤　潤　人
（真　中）

栗　原　美　穂
（山形市）

すこやかに

戸籍の
ま ど ■平成24年(2012年)

　３月１日～３月31日届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

古　槇　　村　山　たまゑ　　幸　多
沼　向　　　　井　ま　さ　　貴代子
松　程　　阿　部　勇　雄　　本　人
大谷五　　渡　邉　きよの　　喜代志
雪　谷　　鈴　木　　　忠　　賢　一
四ノ沢　　福　浦　た　へ　　本　人
ふれあい荘　　長　岡　恒　好　　本　人
西　町　　安　藤　八　郎　　昭　郎
栄　町　　大　津　さよ子　　本　人
　平　　　佐　藤　　　望　　秀　幸
栗木沢　　長　岡　政　義　　義　明
助ノ巻　　鈴　木　きよの　　恭　二
大　滝　　柴　田　　次郎　　　功　

●平成２４年３月３１日現在
　人　口　７，８６６ 人 (－３４)
　　　男　３，８９８ 人 (－１９)
　　　女　３，９６８ 人 (－１５)
　世帯数　２，４９１世帯(－　３)

(　　)内 前月比
--------３月中の異動--------

出　生　　５人　転　入　１３人
死　亡　１３人　転　出　３９人

人口と世帯数

　町内に残る江戸時代の

古雛を一堂に集めて展示

する「朝日町のひなかざ

り展 」 が３月 15 日か ら

26 日まで「あさひ旅のコ

コロ館」で開催されまし

た。

　町内６つの家庭からお借りした「元禄雛」「古今雛」など数十体

を展示。村山地域７市７町による「めでためでた♪花のやまがた観

光圏推進協議会」が進める「やまがた雛のみちスタンプラリー」の

一環ということもあり、県内外からお客様が訪れました。23 日か

ら 26 日にかけては、「池坊朝日町研究会ミニ社中展」も同会場で

開催。みずみずしい生け花が古雛に彩を添えました。

　ホームページに写真

　きらやか銀行宮宿支店

の山口 摂
おさむ

支店長が３月

19 日安藤教育長のもとを

訪れ、町教育委員会に対

し３万円を寄付しました。

　同行では３月上旬、宮

宿小体育館の落成を記念

した定期預金を募集。「預金残高の 0.03％相当額を町教育委員会に

寄付する」という条件が好評を得て、短期間で募集総額の１億円が

集まり、条件に基づいた３万円が寄付されました。

　山口支店長は「宮宿小児童の保護者の方々をはじめ、『地域や母

校のために…』と多くのお客さまから預金いただきました。あらた

めて学校という存在の大きさを感じたところです」と述べ、多くの

方々の想いが詰まった寄付金をしっかりと手渡していました。

　郵便局株式会社東北支

社ではこのほど、寒河江

西村山地区 1 市 4 町の特

産品や風景などを素材に

したオリジナルのフレー

ム切手と絵入り葉書セッ

トを発売しました。

　本地域の広域観光 PR を目的としたもので、朝日町の素材は切手

に「椹平の棚田」と「大沼の浮島」、ハガキに「大朝日岳」が使用

されています。４月２日には、町内 3 郵便局の局長らが鈴木町長の

もとを訪れ、発売記念として切手とハガキを贈呈しました。

　フレーム切手は 80 円切手 10 枚入りで 1200 円、絵入葉書は特

製ケースに葉書が 5 枚入って 350 円。いずれも限定発売ですので、

お求めの際はお早めにどうぞ。

■町内に残る江戸時代の古雛たち「朝日町のひなかざり展」

■きらやか銀行から寄付金ー宮宿小新体育館の落成記念定期預金

■切手と絵葉書で寒河江・西村山地域の観光をPR



安藤教育長（右）に寄付金を手渡す山口支店長（左）

発売の記念に町長を表敬する町内３郵便局の局長ら
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脱・役場引きこもり

　「
課
題
解
決
の
糸
口
や
ヒ
ン
ト
は
、
い

つ
の
時
代
も
『
現
場
』
に
あ
る
も
の
。

と
に
か
く
外
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
を
し
な
さ
い
…
」。
先
日
、
今
年
度

の
特
集
記
事
に
つ
い
て
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
と
き
、
あ
る
方
か
ら
い
た
だ
い
た

ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
広
報
担
当
の
基
本

と
言
え
る
こ
の
こ
と
を
、
い
つ
の
間
に

か
忘
れ
て
い
た
自
分
。
思
わ
ず
初
心
に

帰
ら
さ
れ
ま
し
た
。
反
省
し
ま
し
た
。

　
こ
の
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
毎
週
月
曜
夜
に
放
送
さ
れ
て
い

る
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
を
あ
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
番

組
に
は
台
本
が
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
福
亭

鶴
瓶
さ
ん
と
ゲ
ス
ト
が
「
ぶ
っ
つ
け
本

番
」
で
街
を
歩
き
、
人
々
と
話
を
し
な

が
ら
情
報
を
集
め
て
は
、
素
敵
な
家
族

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
人
々

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

机
に
座
っ
て
い
て
は
で
き
な
い
発
想
が

生
ま
れ
る
」
も
の
で
す
。
大
雪
で
役
場

に
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
こ
の
冬
の
分
ま

で
、
今
後
は
外
を
駆
け
回
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
担
当
６
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

ま
た
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
　
淳

わたしの作品
　阿部良子さん（元町）がこのほど、趣味で
描いた絵手紙を作品集「自分を励ます絵手紙」
としてまとめました。
　「娘たちが嫁ぎ、夫に先立たれてたった独り
の暮らしになったとき、ぽっかりと空いた心
の隙間を埋めようと、絵手紙を始めました…」。
絵手紙との出会いをこのように語る阿部さん。
今回の作品集は、喜寿の記念として平成 19
年にまとめたものに続く第２集で、約 70 頁
に約 200 枚を紹介しています。
　阿部さんの絵手紙の特徴は、水彩で描いた
季節の植物に、「自戒」や「自賛」の意味を込
めた「自分を励ます言葉」が添えられている
こと。「絵手紙を描いて終わりでなく、言葉を
かみ締めながら、充実した日々を過ごしてい
きたいですね」と阿部さんは話しています。
　作品集は町立図書館でご覧になれるほか、
今月下旬には創遊館を会場に作品展も開催さ
れる予定（下記参照）。気持ちが落ち込んだと
きに元気づける絵手紙のコーナーなど、工夫
を凝らした展示もありますので、ぜひ足をお
運びください。

　身のまわりの花々に言葉を添えて、阿部さんが 10年来描きため
た絵手紙の数々。どの作品も観る方を励まし、癒してくれます…。
皆さんもきっとお気に入りの一枚に出会えることでしょう。

▼期　　間　　４月 24日（火）～５月 13日（日）　※月曜休館
▼時　　間　　午前９時～午後７時
▼場　　所　　創遊館ギャラリー
▼問合せ先　　教育文化課（☎６７－２１１８）

阿部良子「自分を励ます絵手紙」展

「
自
分
を
励
ま
す
絵
手
紙
」
第
２
集
を
ま
と
め
る

阿部良
よし

子
こ

さん（元町）

■
広
報
あ
さ
ひ
ま
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